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「温故知新」「承前啓後」という四字熟語がある．これは過去の事実を研究

し，そこから新しい知識や見解をひらくこと，また過去のものを継続し，そ

れを発展させながら将来を開拓していくことを示すものであるが，まさに今

月号の特集は「世界にインパクトを与えた日本の整形外科」に加えて「整形

外科の歴史」が取り上げられ，この四字熟語にぴったりフィットする内容で

ある．

諸先輩が苦労の末築き上げてきた独創的な研究は，私たちはもちろんのこ

と世界中に大きなインパクトを与えてきた．これらの研究は整形外科の歴史

からヒントを得て築き上げられ，そしてその研究がまさに整形外科の新しい

歴史として刻まれるに違いない．若い整形外科医にとって，またベテラン整

形外科医にとっても今月号は特に心を打つ内容となっていると思う．

私自身本号を読ませていただき，研究内容は論文で知っているつもりで

あっても，研究が成り

れる．こ

の苦労や成果が得られたときの筆者の感激を

感じ取ることができ，非常によく仕上がっていると思う．

また清水克時先生が記載された，京都帝国大学整形外科伊藤弘教授が世

界初に行った前方腹膜外アプローチによる腰椎カリエスの根治手術は，世界

中の著名な脊椎外科医に広く知れ渡っていたのをよく覚えている．私が1995

年にミネソタスパインセンターのWinter教授のもとへ留学した時に，世界

中から集まる著名な脊椎外科医が，腰椎に世界で初めて前方からアプローチ

したのは日本人の伊藤教授だと，私に話しかけてきたことが鮮明に思い出さ

て

よい．

んな時に同じ日本人として，とても誇らしげな気持ちになった．

私たちも，先人や諸先輩方の研究の歴史をよく知り，その上でまた新たな

研究，臨床に取り組まなければならないことを再認識させられる．

本号のなかで井樋教授が述べている．納得いかないときには立ち止まっ

のとおり

そこで「なぜ」を発し続けること（独創性），そしてとことん突き詰

めること（たゆまぬ努力），そこに新たな発見がある．

まさにそ （松山幸と思う． 弘)
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